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研究成果の概要（和文）：本研究においては、特に17世紀イングランドにおけるネイション概念のあり様を定量
的に分析する方法を軸としながら、近代以前のネイション概念を手がかりとしながらナショナリズムの存否を近
代以前に問う上での方法論やケーススタディを行った。具体的には、近世における定期刊行物に見られるネイシ
ョン概念やその隣接諸概念との間の数的関係性や、それを踏まえてナショナリズムの存在に迫る上での留意点な
どを明らかにした。また、この時期の定期刊行物におけるネイション概念の具体的あり様の解明にも本研究は貢
献するものである。

研究成果の概要（英文）：In this study, I have conducted a methodology and case study in questioning 
the existence or non-existence of nationalism before the modern era, using the pre-modern concept of
 nations as a clue, with a particular focus on methods for quantitatively analyzing the state of the
 concept of nations in 17th-century England. Specifically, we clarified the numerical relationships 
between the concept of nation and its adjacent concepts in periodicals of the early modern period, 
and the points to keep in mind in approaching the existence of nationalism based on these 
relationships. This study also contributes to the clarification of the specific nature of the 
concept of nation in periodicals of this period.

研究分野： ナショナリズム

キーワード： ネイション概念　ナショナリズム　近世　ナショナリズム起源論

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでの研究において、ネイション概念を切り口としながらナショナリズムの研究を検証する手法は、一般的
とは言い難く、またそれを定量的に分析することはこれまでの研究においては見られなかった。本研究では、こ
うした点を念頭に置いて、17世紀の特にイングランドに力点を置きつつ、ネイション概念と定量分析を組み合わ
せたアプローチを提案することができた。こうした手法は、異なる時代の他の地域・国を対象としても、ナショ
ナリズム形成過程を解き明かすことに貢献すると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通）

１．研究開始当初の背景
これまでにネイション概念を手がかりとした近代以前のナショナリズムの存在可能性を研究し
ており、その過程において定量分析の導入の必要性、国家的凝集性に大きな懸隔があったとさ
れるイングランドとドイツにおけるネイション概念の比較研究の必要性を感じた。

２．研究の目的
17世紀イングランド、ドイツにおけるネイション概念の近代性を定量的に分析し、定性的かつ
ネイション概念への注目を欠いた既存の研究潮流を相対化すること、両国の国家的凝集性の程
度とネイション概念のあり様の関係性を解明することが研究の目的である。

３．研究の方法
本研究においては、17世紀イングランド、ドイツにおける定期刊行物におけるネイション概念
を、その政治的権能（政治的意思決定を行うか否か／その名の下に政治的アクターを正当化す
るか否か）、指示対象の階層的広さ、民族的特殊性との関係との有無を基準として算定する。そ
かかる作業を通じて、ネイション概念が様々な次元において異なる位相にあった両国の懸隔を
超えた共通性を示すのか、あるいは各々に固有のネイション概念の性格の存在が示されるのか
を明らかにする。

４．研究成果
本研究においては、上記の研究の目的を十分に果たすことは出来なかった。とはいえ、研究

の概要と関連するいくつかの研究成果を発表することができた。第一に、17世紀イングランド
における、いわゆる第一次イングランド内戦（1642～1646）の前半期において、当時のイング
ランドにおいて刊行されていたニュースブックと呼ばれる定期刊行物を蒐集し、ネイション概
念とその隣接諸概念の出現頻度を分析した。その結果、ネイションはピープルおよび王国
[kingdom]と共起する傾向にあり、ネイションとピープル、ネイションと王国との間の相関関係
は正の相関を示す。

ネイション ピープル 臣民 王国 国家
コモンウェ

ルス

268 220 509 2489 209 153



語彙の組み合わせ 相関係数

ネイションと臣民 0.46

ネイションとピープル 0.61

語彙の組み合わせ 相関係数

ネイションと国家 0.36

ネイションとコモンウェルス

ネイションと王国 0.62

第二に、ナショナリズム研究においてネイションという集団のカテゴリの特徴として挙げら
れる、主権[sovereignty]が、現在のナショナリズム研究においていかなる意味を備えているのか
を明らかにする研究も行った。この際、国際的なナショナリズム研究媒体である Nations and
Nationalism誌に掲載された約 530の論文のうち、sovereigntyという語とその前後に出現する語
を検証した。その結果、ナショナリズム研究において、ネイションの備える主権は、基本的に
はその名の下に活動する政治アクターに政治的正統性を付与する、政治的正統性の源泉として
の性格が強い。他方で、ネイションの主権がネイションによる政治的能動性を意味する文脈で
用いられる事例も散見されたが、後者は独立を問う住民投票のような例外的事象に留まること
が明らかになった。

第三に、近代以前におけるナショナリズムの存在を立証する上でどのようにネイション概念
に着目するべきかを論じた。既存のナショナリズム起源を巡る研究においては、史料概念では
なく分析概念としてのネイションに着目する傾向がある。そうした方法においては、各人が定
義する「ネイション」、「ナショナリズム」同士が対立し、我田引水的に議論が進んでしまうと
いう問題点がある。これに替えて史料概念としてのネイション概念に着目することで、個々の
史的段階や当該の社会においてネイションがいかなるものとして理解されていたのか、そして
それが近代におけるネイション概念とどのように類似し、どのように異なるのかを明らかにし
得る。史料概念に依拠したこうした方法を採用することで、隣接諸概念との異同の抽出やネイ
ション概念の史料中における出現頻度を手がかりとして、民族的特殊性と主権とを具備したネ
イションの存在を自明とする言説編成、すなわち世界観としてのナショナリズムに迫り得るこ
と、その具体的方法を明らかにした。

上記の三成果は併せて、近代以前のネイション概念を手がかりに近代以前のナショナリズム
の存否を論じる方法論を提示するものである。これに加えて、従来の研究において等閑視され
てきた、17世紀イングランド内戦に前後する時期の民衆向け定期刊行物におけるネイション概
念とラディカリズムの接続関係を論じた。その結果、王党派の媒体におけるネイション概念に
おいても、当時のイングランドにおけるナショナルな言説におけるラディカリズムの影響が見
出されることが明らかとなった。

本研究において発表された研究成果は、ネイション概念を手がかりとしながら近代以前のナ
ショナリズムを追究する上での重要な知見を提示するものである。
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